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◇はじめに 

 
 ここでは、今回の東海地方を襲った集中豪雨について、東海３県における気象庁の地域気

象観測所（アメダス）の降水量観測結果を報告します。なお、この測定結果は速報値であり、

今後、気象庁によって訂正されることもありますのでご了承ください。 
 
 
 

◇ 概況 

 
本州の日本海沿岸に秋雨前線が停滞し、これに向かって南海上の台風１４号の東側から暖

かく湿った空気が流れ込み、大気の不安定な状態が続きました。台風の北上に伴い、暖かく

湿った空気の流れ込みが強まり、さらに台風の動きが遅かったために強い雨域の動きも遅く

なり、強い雨雲が弱まることなく数時間にわたり一か所に停滞した結果、集中豪雨となって

しまいました。 
 

図１．実況天気図（2000 年 9 月 11 日午前 6 時） 

 



◇積算降水量 

〇愛知県 

図２‐１．愛知県西部地方積算降水量 

 
 

図２‐２．愛知県東部地方積算降水量 

 

 



〇岐阜県 

図３‐１．岐阜県岐阜・西濃地方積算降水量 

 

 
図３‐２．岐阜県中濃、東濃地方積算降水量 

 

 
 
 



〇三重県 

図４‐１．三重県北中部地方積算降水量 

 

 
図４‐２．三重県南部地方積算降水量 

 

 

 

 



◇時別降水量 

○ 愛知県 

図５‐１．愛知県西部地方時別降水量 

 

 

図５‐２．愛知県東部地方時別降水量 

 

 



○ 岐阜県 

図６‐１．岐阜県岐阜・西濃地方時別降水量 

 

 

図６‐２．岐阜県中濃、東濃地方時別降水量 

 

 



○ 三重県 

図７‐１．三重県北中部地方時別降水量 

 

 

図７‐２．三重県南部地方時別降水量 

 

 



◇まとめ 

 
９月１０日の夜遅くに三重県の南部地方で降り始めた雨が、強まりながら北へ移動し、

１１日の未明に三重県北部から岐阜県西濃地方では時間雨量４０ミリを越える激しい雨と

なりました。またこの頃、愛知県の東三河地方でも時間雨量３０ミリ前後のやや強い雨を

観測しています。その後、雨は一旦小康状態となりましたが、１１日の昼頃から再び三重

県南部地方で強まり始め、三重県北部へと強い雨域が広がりました。 
三重県四日市市周辺で１４～１５時の１時間に解析雨量１１０ミリの記録的短時間大雨

を観測した後、その激しい雨を伴った雲はゆっくりと北東へ進み、１７～１８時には愛知

県蟹江町で７８ミリ、１８～１９時には名古屋市で９３ミリ、愛知県東海市で１１３ミリ

という観測史上初の記録的豪雨を観測しました。 
それからは、雨雲の動きが遅くなり、名古屋市周辺の雨が弱まり始めたのは翌１２日の

午前３時頃でした。またその頃、今度は愛知県東部の作手村や稲武町、岐阜県中津川市の

三森山などで時間雨量５０ミリを越える激しい雨を観測した後、強い雨雲は速度を速めな

がら東へと移動し、東海地方の大雨の峠が越えました。 
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